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安
倍
自
公
政
権
は
、
来
年
10

月
に
消
費
税
を
10

％
に
引
き
上
げ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
の
小
矢
部
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
生
活
が
苦

し
く
な
る
か
ら
困
る」「
消

費
税
よ
り
、
富
裕
層・
大
企

業
に
応
分
の
負
担
を」
の
声

が
圧
倒
的
多
数
で
し
た（
グ

ラ
フ
参
照
、
一
部
複
数
回
答

あ
り）
。
そ
の
他
の
意
見
と
し

て「
使
途
が
問
題
。
福
祉
に

使
う
べ
き」「
増
税
分
が
将

来
の
た
め
に
使
わ
れ
る
な

ら
賛
成
だ
が
、
本
来
は
０
％

で
も
成
り
立
つ
社
会
に
す
べ

き」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
民
の
声 

多
数 

 
 
 
 
 
 
 

日
本
共
産
党
の
政
策 

日
本
共
産
党
は
消
費
税
に
頼
ら

ず
に
社
会
保
障・
教
育
の
財
源
を

確
保
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
富
裕
層
や
大
企
業
ほ
ど
税

負
担
が
軽
く
な
る
ゆ
が
み
を
正
し
、

歳
出
で
は
大
型
公
共
事
業
や
軍
事

費
、
原
発
推
進
な
ど
の
浪
費
を
な
く

し
ま
す。
当
面
こ
れ
で
17

兆
円
の
財

源
を
確
保
で
き
ま
す（
日
本
共
産
党

１
７
年
総
選
挙
政
策
「
４
、
消
費
税

10

％
増
税
の
中

止
。
格
差
を
た
だ
し
、

く
ら
し
を
応
援
す
る

経
済
政
策
に」）
。  

小
矢
部
市
で
も
、
市
民
オ
ン
ブ
ズ
小
矢
部
や
日
本
共
産
党
の
砂
田
市

議
、
市
議
会
の
取
り
組
み
で
財
源
確
保
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
主
な
も
の
を
三
つ
紹
介
し
ま
す（
詳
細

は
砂
田
喜
昭
の
Ｈ
Ｐ
２
０
１
８
０
３
１
１
参
照
）
。  

② 

子
撫
川
ダ
ム
へ
の
課
税
漏
れ
正
し 

１
千
万
円
増
収  

税
金
の
ム
ダ
づ
か
い
を
正
し
年
間

４
千
万
円
節
約
で
き
ま
し
た
。
２
０

０
３
年
に
立
ち
上
げ
た
市
民
オ
ン
ブ

ズ
小
矢
部
と
一
緒
に
、
食
糧
費
、
旅

費
や
市
長
、
議
長
の
交
際
費
を

チェ
ッ
ク
し
、
官
官
接
待
の
た
め
の
飲

み
食
い
を
や
め
さ
せ
て
年
間
約
４

千
万
円
節
約
し
ま
し
た
。
議
員
が

会
議
に
出
席
す
る
た
び
に
支
払
わ

れ
て
い
た
日
当（
費
用
弁
償）
も
、
県

 

① 

ム
ダ
づ
か
い
正
し 

４
千
万
円
節
約 

子
撫
川
ダ
ム
の
固
定
資
産
税

課
税
漏
れ
を
正
し
、
年
間
約
１

千
万
円
の
増
収
に
な
り
ま
し
た
。

水
道
料
金
値
下
げ
の
市
民
運
動

の
中
で
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て

課
税
漏
れ
が
あ
る
こ
と
を
見
つ

③ 

下
水
道
計
画
の
見
直
し
で 

１
０
８
億
円
軽
減 

下
水
道
計
画
を
見
直
し
、
散
居

村
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
と
組
み

合
わ
せ
る
方
式
に
し
た
こ
と
で
、
将

来
の
財
政
負
担
を
１
０
８
億
円
軽

減
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。  

 
 

『
高
岡
市
の
財
源
不
足
４
０
億
円』
の
報
道
が
、
市
民
の
間
に「
小
矢
部
市
は
大
丈
夫
な
の
か」
と
の
反
響
を
呼
び
起
こ
し
て
い
ま
す
。
３
月
議
会

で
は
何
人
も
の
議
員
が
市
の
財
政
問
題
を
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。  

小
矢
部
市
は
２
０
１
８
年
度
予

算
で
、
３
０
億
７
千
万
円
の
借
金

を
す
る
予
定
で
す
。
何
の
た
め
の

借
金
か
。
石
動
駅
周
辺
事
業
、
新

図
書
館
建
設
、
大
谷･

蟹
谷
学
校

区
の
統
合
こ
ど
も
園
建
設
な
ど

大
型
公
共
事
業
が
目
白
押
し
で
、

す
べ
て
借
金
を
し
て
つ
く
り
ま
す
。

さ
ら
に
１
９
年
度
か
ら
は
じ
ま
る

第
７
次
総
合
計
画
の
１
０
年
間
に

は
仮
称
石
動
コ
ミュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

新
設
、
市
役
所
の
耐
震
化
工
事
、

ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
の
大
規
模
改

修
な
ど
が
続
き
ま
す
。 

大
型
事
業
が
目
白
押
し 

借
金
を
増
や
さ
な
い
財
政
規
律
を 

砂
田
市
議
は
３
月
議
会
で
、
①

無
駄
な
公
共
事
業
は
や
ら
ず
、

公
共
施
設
は
で
き
る
だ
け
長
く

使
い
続
け
る
こ
と
、
②
必
要
な
公

共
事
業
で
も
完
成
年
次
を
先
送

り
し
て
、
市
財
政へ
の
影
響
を
少

な
く
す
る
こ
と
、
③
元
金
返
済
額

の
範
囲
内
に
新
規
借
金
を
抑
制

す
る
財
政
運
営
の
原
則
を
守
り
、

借
金
残
高
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た

（
詳
細
は
砂
田
喜

昭
の
Ｈ
Ｐ
２
０
１
８

０
３
１
８
参
照）
。  

 
 

少
人
数
学
級
実
現
の
チ
ャ
ン
ス
に 

市
議
会
保
守
会
派
の
中
か

ら
、
児
童
数
の
減
少
を
口
実
に
、

小
中
学
校
の
統
廃
合
を
も
っ
と

早
く
し
ろ
と
の
発
言
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
児
童
数

の
減
少
は
少
人
数
学
級
実
現
の

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
る
べ
き
で
す
。

統
廃
合
で
学
校
規
模
を
大
き
く

し
た
ら
ほ
と
ん
ど
の
ク
ラ
ス
が
定

数
い
っ
ぱ
い
の
３
５
人
、
４
０
人
と

な
り
ま
す
。 

イ
ン
ド
で
仕
事
を
し
て
い
た
方

の
お
子
さ
ん
は
、
２
５
人
の
ク
ラ
ス
に

３
人
の
先
生
が
い
て
、
子
ど
も
た
ち

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
イ
ン
ド
人
は
世
界

中
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
も

世
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
も
、
少
人
数
学
級
実
現
こ
そ
急

が
れ
ま
す
。 

砂
田
市
議
は
予
算
特
別
委
員
会

で
教
師
の
多
忙
化
解
消
に
は
少
人

数
学
級
が
カ
ナ
メ
だ
と
強
調
し
、
そ

の
う
え
で
具
体
的
な
対
策
を
求
め

ま
し
た
。 

教
育
委
員
会
事
務
局
次
長 

統
合

型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
勤

務
時
間
の
把
握
を
進
め
る
。
学
校へ
の

作
品
募
集
の
精
選
、
募
集
団
体
に
応

募
方
法
の
見
直
し
要
請
や
、
部
活
動

に
お
い
て
は
部
活
動
指
導
員
を
配
置

し
、
部
活
動
休
養
日
を
設
け
た
。
夏

季
休
暇
中
の
学
校
閉
庁（
８
月
１
４
日

か
ら
１
６
日
の
３
日
間）
も
設
け
た
。 

砂
田
市
議 

立
憲
民
主
党
、
日

本
共
産
党
、
自
由
党
、
社
民
党
の

野
党
４
党
は
３
月
９
日
、
全
原
発
の

速
や
か
な
停
止・
廃
炉
を
掲
げ
た

「
原
発
廃
止・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を

実
現
す
る
た
め
の
改
革
基
本
法
案」

（
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案）
を
衆
院
に

共
同
提
出
し
た
。 

法
案
は
、「
こ
れ
ま
で
の
国
の
原
子

力
政
策
が
誤
り
だ
っ
た
と
認
め

る」
、「
原
発
廃
止・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
の
実
現
は
、
未
来へ
の
希
望
で
あ

る」
と
明
記
し
、
政
治
の
意
思
と
し

て「
原
発
ゼ
ロ
」
を
決
断
す
る
も
の

だ
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
電
力
供
給

量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
割
合
を
４
割
以
上
に
す
る
目
標

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。 

小
泉
元
首
相
や
細
川
元
首
相
が

呼
び
か
け
て
い
る「
原
発
ゼ
ロ・
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
連
盟」（
原
自
連）

の
提
案
や
、
国
民
か
ら
の「
原
発
な

く
せ」
と
の
声
が
法
案
の
共
同
提
出

に
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
に
賛
同
を
表

明
し
て
も
ら
い
た
い
。 

桜
井
市
長 

国
会
で
の
議
論
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。
私
見
を
述
べ

る
の
は
控
え
た
い
。 

当面 

け
、
是
正
さ
せ
た
も
の
で
す
。  

内
で
初
め
て
全
廃
し
ま
し
た
。 


